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■
自
己
紹
介

　

カ
メ
ラ
で
街
や
風
景
、
そ
し
て
た
ま

に
猫
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
撮
れ
な
い
日
々

が
続
き
ま
す
が
、
時
折
、
公
園
の
ベ
ン

チ
で
、
目
を
閉
じ
て
葉
擦
れ
の
音
を
聞

く
と
心
が
洗
わ
れ
、
自
然
の
偉
大
さ
を

感
じ
ま
す
。
桜
の
木
で
で
き
た
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

ア
ペ
ッ
ク
ス
は
、
カ
ッ
プ
式
自
動
販

売
機
を
主
体
に
全
国
で
展
開
し
て
い
る

専
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
す
。「
自
動
販

売
機
」
と
い
う
と
、
ど
こ
か
無
機
質
な

工
業
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
地
元
の

水
を
使
い
、
日
本
の
森
林
か
ら
伐
り
出

さ
れ
た
チ
ッ
プ
を
原
料
と
し
た
原
紙
を

紙
カ
ッ
プ
に
使
っ
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
豆

と
い
う
農
産
物
を
原
料
に
コ
ー
ヒ
ー
を

抽
出
し
た
り
、
自
然
の
恩
恵
な
し
で
は

成
り
立
た
な
い
も
の
な
の
で
す
。
そ
ん

な
自
覚
か
ら
、
ア
ペ
ッ
ク
ス
で
は
、
八

年
前
に
、当
時
、自
動
販
売
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
業
界
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
間

伐
材
を
含
む
国
産
材
一
〇
〇
㌫
」
に
こ

だ
わ
り
、
間
伐
材
紙
カ
ッ
プ
の
使
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
お
客
様
の
事
情
な
ど
特
殊

な
ケ
ー
ス
を
除
く
と
、
間
伐
材
紙
カ
ッ

プ
の
使
用
率
は
一
〇
〇
㌫
で
す
。
脱
炭

素
化
社
会
構
築
に
は
、
日
本
の
森
林
の

手
入
れ
が
不
可
欠
で
す
が
、
微
力
な
が

ら
、貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
横
浜
自
然
観
察
の
森
で
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
外
来
樹
木
の
除
伐
を

し
た
り
、
公
益
財
団
法
人
日
本
野
鳥
の

会
の「
ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
！
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
協
賛
し
た
り
、
陸
と
海
の
豊

か
さ
を
応
援
し
た
取
り
組
み
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
展
望（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

　

地
産
材
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
カ
ッ
プ

式
自
動
販
売
機
を
「
自
動
販
売
木
R」
と

名
付
け
て
展
開
中
で
す
。

　

全
国
に
こ
の「
植
林
」を
広
げ
て
い
け

た
ら
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
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除伐した木を運んでいる様子

バードウォッチング
で撮影したモズ
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「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

間伐材を使った紙カップ


